
  

 

 

 

 

 

 

文部科学省が今年４月に実施した、平成 30 年度全国学力・学習状況調査の結果について、全国を基準とした

経年推移等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童の生活習

慣と学力には相関関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度全国学力・学習状況調査の結果について 

＜学力調査結果の概要＞ 

○国語 Aについて 

 →「言語についての知識・理解・技能」の観点が全国平均を下回り、そのことが「書くこと」の領域の課題

として表われました。 

○国語 Bについて 

 →「話す・聞く能力」の観点では、全国平均を上回っている一方、「読む能力」の観点が大きく全国平均を

下回り、多くの情報を理解したり、処理したりする力に課題が見られました。 

○算数 Aについて 

 →「数量や図形についての知識・理解」の観点が全国平均を下回り、基本的な計算や知識・理解に課題が見

られました。 

○算数 Bについて 

 →「数学的な考え方」の観点で、全国平均を上回りました。また、これまで本校で課題となっていた記述式

の問題においても、全国平均を上回ることができました。 

○理科について 

 →「観察・実験の技能」の観点で全国平均を大きく上回ることができました。一方で、知識を活用して、条

件の変化に対応する力に課題が見られました。 

※本調査は、平成 19年度から実施されています。 

※平成 23年度は中止(東日本大震災)、平成 24年度は一部の学校を対象にした抽出調査のため、掲載していません。 

＜質問紙調査結果の概要＞ 

〇授業改善について（①について）→昨年度の結果では課題に挙げられていた項目ですが、全国平均を大きく上回り 

ました。算数 B問題も全国平均を上回ったことから、本校での授業改善の取り組みの成果が表れたと思われます。 

〇家庭学習について（②について）→「家庭学習の手引き」を各家庭に配付し、家庭と連携しながら家庭学習を行っ

ていますが、昨年度を下回り課題が見られました。 

〇学校生活について（③について）→道徳や学級での指導、ご家庭でのご支援によって、昨年度より上回りました。

友達など他人を大切にする気持ちが育っています。 

〇生活習慣について（④について）→昨年度よりも大きく下回り、基本的生活習慣に課題が見られました。他の質問

事項の分析からもスマートフォンやゲーム、動画の普及により寝る時間が乱れてきていることが表われています。 

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

 結果から算数 B が全国平均を上回ったことが、今年度の成果として挙げられます。これは、「主体的・対話的で深い

学び」への授業改善から、自分の解き方や考え方を記述・説明させる指導の効果が表れたと考えられます。また、学

力向上に向けて、「ラーニング・スポット（自学自習プリント）の推進」や、家庭学習のための「家庭学習の手引きの

配付」「自学自習ノートの推進」等の効果が表れてきたと思われます。一方で、児童を取り巻く社会の変化から生活習

慣の乱れが見られました。生活習慣は、児童の学習への意欲や集中力に影響があると言われています。ご家庭におい

てもご支援よろしくお願いします。 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100にならない場合もあります。 

【全体概要】 

学力調査の結果 

 

質問紙調査の結果 

 

まとめ 

 

平成 30年９月２5日(火) 
枚方市立蹉跎西小学校 

④毎日、同じくらいの時刻にねている 

③いじめは、どんな理由があってもいけないこと

だと思う 

①算数の授業で，問題の解き方や考え方が分かるよ

うにノートなどに書いている 

 

本校 

全国 

②自分で計画を立てて勉強している 



  

 

 

＜国語Ａ＞（主に知識に関する問題）         

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国語Ｂ＞（主に活用に関する問題） 

 成果や課題があった設問 

【成果】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 76.1 0.0 

全国 73.9 0.2 

 正答率 無解答率 

本校 68.5 0.0 

全国 74.0 0.3 

 正答率 無解答率 

本校 81.5 0.0 

全国 77.5 0.6 

 正答率 無解答率 

本校 42.4 23.9 

全国 52.3 11.9 

（考察） 

 登場人物の心情について、情景描写を

もとに捉える問題です。 

 全国平均を下回った理由として、内容

を捉えることはできていますが、その理

由や根拠を考えたり、記述したりするこ

とができていないと考えられます。 

今後、国語の指導の中で、登場人物の

心情や情景描写を読み取る中で、必ず理

由や根拠を考えて話したり、記述したり

する指導を心がける必要性が示唆され

ました。 

問題を掲載してください。 

教科に関する調査 

（考察） 

 目的に応じて、文章の内容を的確に押

さえ、自分の考えを明確にしながら読む

問題です。 

 こうした問題は、学力調査で多く問わ

れる傾向にあり、相手の意図や目的に応

じることが、近年とても求められている

ことがわかります。授業改善の方向性と

して、児童に記述をさせたり、発表させ

たりするときには、表現するだけでな

く、伝える相手の意図や目的を考えさせ

ることが必要だと示唆されました。 

（考察） 

 与えられた資料の中から、必要な情報

を捉える問題です。 

 調べ活動を通して、自分たちが必要な

情報を取り出して、新聞や発表など表現

する活動への指導の成果が表れたと思

われます。また、この問題は料理のレシ

ピを資料としているので、家庭科の学習

における調理実習への興味も大きく関

連していると思われます。 

 引き続き、調べ活動や表現活動を大切

にすると共に、他教科との関連を図り、

国語科で身につけたことを活用できる

ように指導していきます。 

（考察） 

 計画的に話し合うために、司会の役割

について捉える問題です。 

 国語の A 問題でも見られるように、文

章の内容を捉えることができています。

さらに、本校での「話し合い」への取り

組みや「話し方・聞き方の目安」の定着

の成果が出たため、話し合いにおける役

割や話し方への理解が高かったと考え

られます。 

 引き続き、「話し方・聞き方の目安」

を徹底し、活発な話し合いをしていく必

要性が示唆されました。 

問題の概要（見出し） 問題の概要（見出し） 

問題の概要（見出し） 問題の概要（見出し） 

【詳細について】 
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＜算数Ａ＞（主に知識に関する問題）                                

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜算数Ｂ＞（主に活用に関する問題） 

 成果や課題があった設問 

【成果】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 83.7 0.0 

全国 66.7 2.4 

 正答率 無解答率 

本校 40.2 3.3 

全国 52.9 4.6 

 正答率 無解答率 

本校 63.0 13.0 

全国 59.5 11.3 

 正答率 無解答率 

本校 60.9 1.1 

全国 70.5 1.5 

（考察） 

 百分率を求める問題です。 

成果でも述べたように、数直線の指導は

重点的に取り組んではきましたが、与え

られた課題に対して自分で数直線をつ

くり、活用する力を育成するところまで

には至らなかったことが結果から考え

られます。 

今後、様々な状況において数直線が利

用できることを促し、活用できる力をつ

ける必要性が示唆されました。 

問題を掲載してください。 

（考察） 

示された情報を解釈し、条件に合う時

間を求める問題です。 

 グラフや文章など多様な情報から求

められている情報に着目する力が求め

られます。多くの情報から必要な情報を

抜き出し、処理する力に課題があること

が結果から考えられます。  

今後、多くの情報から取捨選択して、

その情報を基に処理していく方法を伝

えていく必要性が示唆されました。 

 

（考察） 

１に当たる大きさを求める問題場面

における数量の関係を理解し、数直線上

に表す問題です。 

 5 年生の学習においては、数量関係を

みることが多いので、その度ごとに、数

直線を利用して数量関係を考えさせる

指導を行ってきた成果が表れたと考え

られます。 

それと同時に、5 年生だけでなく、数

量関係が関わる低学年の段階から数直

線で数量関係を意識させて指導に取り

組んでいく必要性も示唆されました。 

（考察） 

示された考えを解釈し、条件を変更し

て考察した数量の関係を、表現方法を適

用して記述する問題です。 

 この問題は、言葉と数を使っての説明

を求められています。よって、自分の解

決方法や考え方を図や文章、式を使って

ノートにまとめ、それを使って友達に説

明するという本校での取り組みの成果

が表れたと考えられます。 

 引き続き、得た知識・技能を他の人に

伝えていく指導をしていく必要性が示

唆されました。 

問題の概要（見出し） 
問題の概要（見出し） 

問題の概要（見出し） 
問題の概要（見出し） 
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＜理科＞                                

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 81.5 0.0 

全国 71.1 0.5 

 正答率 無解答率 

本校 30.4 1.1 

全国 42.7 1.3 

（考察） 

物を溶かしても全体の重さは変わら

ないことを、食塩を溶かして体積が増え

た食塩水に適応させる問題です。 

複数の情報があるときに、その中から

必要な情報を選び取ることに課題が見

られました。体積と重さの 2 つの情報が

あるときには、重さの情報を抜き出して

考える必要があります。 

今後、自分の知識と情報を結び付け、

活用していけるように指導していく必

要性が示唆されました。 

（考察） 

ろ過の適切な操作方法についての問

題です。 

重要語句や実験器具の適切な使い方

など、基本的な知識を問う問題について

は、他の問題においても全国平均よりも

上回りました。これは、単元の最後に学

習したことを自分でノートにまとめる

成果が表れたと考えられます。 

今後も観察や実験などの実習体験を

大切にし、自分達の実習を振り返って自

分でまとめる指導を続けていきます。 

問題の概要（見出し） 

問題の概要（見出し） 

4 

4 



  

 

【成果のあった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）授業改善について 

 「主体的・対話的で深い学び」に向けて知識・技能の習得（input）と自分の考え方や解き方の説明や記述（output

を意識した授業改善を進めていきます。また、本校では、校内研究に「特別の教科『道徳』」に取り組んでおります。

児童がよりよい生き方ができるように研究を重ね、指導にいかしていきたいと思います。 

 さらに、本校では、学力向上の観点から、今年度より個別指導の充実を目指しています。20 分休憩や給食の配膳

時間、個人懇談期間の放課後に個別指導を行い、『みんなができる。みんながわかる。』を実現していきます。 

 

（２）学習規律について 

チーム蹉跎西小学校として、全職員で指導方法を共有し、「枚方スタンダード」や本校の「話し方・聞き方の目安」

の定着を目指します。児童が落ち着いて授業ができる環境を整え、授業に集中できるよう取り組んでいきます。 

また、朝学習では、曜日を指定して、算数の基礎計算・漢字学習・読書・国語、算数の B 問題に対応した思考

力を必要とする記述式の問題を学校として統一して行うことで、基礎から応用へ総合的に学力をつけていく習慣を

つけていきます。 

 

（３）家庭学習について 

「家庭学習の手引き」に基づき、宿題の定着を引き続き図っていきます。各ご家庭でのご理解、ご協力をよろしく

お願いします。 

 中でも、枚方市では児童に自学自習力を身に付けさせることを重点的に行っております。3 年生～6 年生では、

週 2 回自主学習に取り組み、学年が上がるにつれて学習の質が上がるように指導しているところです。また、「ラー

ニングスポット（自学自習プリント）」の充実を図り、児童が自主的に勉強するよう指導していきます。さらに、今

年度も毎週火曜日・木曜日・金曜日に放課後自習教室「やる気ング」を行い、自習力を促進していきます。 

（考察）学習においては、「算数の授業で，問題の

解き方や考え方が分かるようにノートなどに書い

ている」「算数の勉強は好き」の肯定的回答が昨年

度を上回りました。これは、「主体的・対話的で深

い学び」に向けての授業改善によって自分の考え

方や解き方をノートに記述したり、説明したりす

ることを意識した本校での取り組み、指導の効果

が表れてきたと考えられます。しかし、「算数の勉

強は好き」の項目では、未だ、算数が好きではな

い児童が 3 割ほどいる現状から、学校は、これか

らも児童が興味・関心が持てるように教材や授業

改善を行う必要性が示唆されました。また、生活

面においては、「自分には、よいところがあると思

う」の肯定的回答が昨年を上回っていることから、

道徳や学級での指導の効果が出ていると思われま

す。 

（考察） 

学習においては、「算数の授業で学習したことを

普段の生活の中で活用できないかを考える」が昨

年度及び全国平均を下回ったことから、学校と家

庭が協力して、学んだことを生活の中でいかして

いく習慣をつける必要性が示唆されました。普段

の生活の中でお子さんに「なぜ」「どうして」を問

い、学校での学びを生活の中でいかし、児童の学

力が生きる力となるようにしていきたいと思いま

す。 

また、生活においては、「朝食を毎日食べている」

と「毎日、同じくらいの時刻にねている」の項目

では、昨年度より下回りました。他の質問項目か

らスマートフォン、ゲームの普及や動画の視聴が

増えていることが原因と考えられるので、家庭で

スマートフォンやテレビ、インターネットなどの

使用時間や視聴時間に決まりをつくり、就寝時間

を確保してください。また、朝食は学習に向かう

集中力、思考力に影響します。規則正しい生活を

送ることをご家庭で意識していただくことで、児

童の学習時間の確保や集中力・思考力を高めるこ

とができます。ご支援よろしくお願いします。 

分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

 

教科に関する調査 
※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100にならない場合もあります。 

毎日、同じくらいの時刻にねている 朝食を毎日食べている 

自分には、よいところがあると思う 

算数の授業で，問題の解き方や考え方が分かるよう

にノートなどに書いている 

 

算数の授業で学習したことを普段の生活の中で

活用できないかを考える 

算数の勉強が好き 

本校 

全国 


